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令和３年 1 月の中央教育審議会答申では、2020 年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」

の姿として、これからの学校教育においては、子供がＩＣＴも活用しながら自ら学習を調整しながら

学び、子供一人一人が自立した学習者として学び続けていくことが求められています。 

本県では、平成 27 年度から、生徒の「確かな学び、豊かな学び」の実現に向けて「いわての授業づ

くり３つの視点」を掲げ、全県で共通して取り組んできました。この視点には、自己調整の要素が含

まれています。 

本研究では、「いわての授業づくり３つの視点」を生徒が自ら学習を調整することに関する視点から

見つめ直し、授業実践事例集を作成しました。その事例集において、生徒が自ら学習を調整する姿や

その活動を促す学習指導について具体化することで、教員の授業改善に資することを目指しました。 

 

本研究の方法は、「いわての授業づくり３つの視点」の文言を新たに作り変えるのではなく、従来 

の視点を生徒が自ら学習を調整する観点から捉え直すこととしました。そのため、授業実践では「い

わての授業づくり３つの視点」の中から、特に生徒が自ら学習を調整することに関わるキーワードを

意識し、授業づくりに取り組みました。 

授業実践を通して、生徒が自らの学習を

調整する姿や、その活動を促す学習指導を

記録し、授業実践事例集としてまとめまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の 

一体的な充実に関する研究 

―自らの学習を調整する活動に重点を置いた授業実践を通して― 

Ⅱ 「いわての授業づくり３つの視点」を捉え直す 

Ⅰ はじめに 

Ⅴ 事例集について 

  
○本研究の報告書及び実践事例集は、当センターのWebページに掲載しております。 

https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/114zen.html 

本研究は、生徒が自ら学習を調整する観点から「いわての授業づくり３つの視点」を捉え直すこと

によって、生徒が自ら学習を調整する姿やその活動を促す学習指導を具体化した実践事例集を作成す

ることを目指しました。作成に当たり実践した授業は、生徒が自立した学習者として質の高い学びを

続けられるよう、単元や時間のまとまりを工夫して授業を構想し実践しました。 

	
１ 成果 

（１）本研究では、生徒が自ら学習を調整する姿を明らかにするため、授業実践において、生徒が自

ら決めた課題に取り組む際に、自身の「学習状況」と「課題解決」を確認し、そのギャップを埋

めるための計画を立てた事例や、生徒が計画を見直し、結果を評価するプロセスを通じて課題を

解決した事例を示しました。このように、主体的に課題解決に取り組む活動は、生徒が自立した

学習者として成長を促す一助となります。 

（２）授業者は、生徒が自ら学習を調整する活動を促すために「学習状況」と「課題解決」、「課題解

決の方法や過程」を明確にすることで、生徒が学習を調整しやすい環境を整えました。具体的に

は、単元全体を俯瞰できる学習シートを提示するなど、授業の方向性を共有する工夫を行いまし

た。また、必要な学習資源やツールを提供し、課題解決の方法や進め方についての支援を行いま

した。このような学習指導により、授業は従来の教師主導から、生徒主体の学びへと移行し、生

徒の主体的な学びを実現するものとなりました。 

 

２ 課題 

生徒が自らの学習を調整する活動の質をより高めるためには、長期的な取組と授業者の支援が必

要です。その際、授業者が個々の学習状況を的確に捉えるだけでなく、生徒自身が学習を調整する

ことの意義を理解し、意識して学べるようにすることが必要です。 

 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

「いわての授業づくり３つの視点」の中の 

生徒が自ら学習を調整することに関するキーワード 

 

（１）視点１「学習の見通し」 

■生徒の姿■ 

  ・気づきや考え、学習経験などを基に 

  ・既習事項や考え方を確認 

 

（２）視点２「学習課題を解決するための学習活動」 

■生徒の姿■ 

・自分で調べたり、友だちや先生に質問したり 

・よりよい考えに修正しながら 

 

（３）視点３「学習の振り返り」 

 ■生徒の姿■ 

・課題解決の過程や成果を自分の言葉で 

・次時の学習や今後の生活に結びつけている 

・変容を自覚 

実践事例集は、「いわての授業づくり３つの

視点」を基に、生徒が自ら学習を調整する視

点から捉え直し、実践を通じて得られた生徒

の姿や、その姿を促す学習指導や更なる授業

改善のポイントについて掲載しています。 

 

中学校と高等学校のそれぞれ３教科ずつ合

計六つの教科について掲載されております

が、他教科にとっても参考になります。 

ぜひ一度ご覧いただき、授業改善にお役立

てください。 

 

岩手県学校教育指導指針 

（幼稚園・小学校・中学校・ 

義務教育学校） 

岩手県学校教育指導指針 

（高等学校） 



 

 

 

視点１「学習の⾒通し」 
自らの学習状況を把握し、課題解決の方法や過程について見通しをもつこと 
 

 

 

 

 

 

 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」 
自らの学習状況を把握し、進め方を見直したり、試行錯誤したりするなど自らの学習を調

整しながら学ぶこと 
 

 

 

 

 

 

 

視点３「学習の振り返り」 
自らの学習状況を把握し、学習内容や学習方法、課題解決の過程等を評価して新たな学習

につなげること 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

単元の学習課題に対して現段階の自分なりの考え

がまとめられたことや、「もっと詳しく知りたいの

で、他の故事成語の成り立ちを勉強しながら考えて

いきたい」という記述から、単元の学習課題の解決

に向けて見通しをもったことがうかがえました。 

Ⅲ 「いわての授業づくり３つの視点」を基にした生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１において、「学習状況」と「課題解決」が明確に

なれば、その間のギャップを埋める課題解決の方法や

過程の見通しを立てやすくなります。個別最適な学び

に関わっては、自分の興味や関心に合わせて目標を立

てたり、自分に合った進め方を計画したりするという

ことが、自ら学習を調整する活動を更に充実させます。 

視点２では、「学習状況」と「課題解決」を確認しつつ、

それらをつなぐ課題解決に向けた方法や過程などの進

め方を調整するといった試行錯誤する活動を充実させ

ることが必要です。協働的な学びを通して不明確だっ

た自分の考えや進め方が他者の考えを知ることで明確

になり、深めていくことができます。 

 

視点３において、「学習状況」と「課題解決」までの課

題解決に向けた方法や過程などの進め方が実感できる

と、その学び方を生かして、新たな学習へとつなげてい

こうとする意欲が生まれていくと考えます。 

対話的な学びにおける思考・判断・表現の質をより高めるた

めに、単元のゴールでの活動の相手を、普段は別々に外国語

を学んでいる他のクラスの生徒としました。言語活動を通

して初めて知る事実や、相手の話す考え、思いを真剣に受け

止めて言語活動を継続しようとする姿からは、各単位時間

の学びを進めてきたことを基に、自ら学習を調整し、段階的

に自信を深めている様子がうかがえました。 

生徒は、病気が体内に侵入した際に免疫がどの

ように対抗するか、単元を通して学んだ生物の

用語の意味を理解し、活用しながらまとめるこ

とができました。さらに、「免疫が自身を攻撃す

る場合があることを知り、おどろいた」という自

己の知識の変容に気付き、インフルエンザにつ

いてもっと調べたいと記述していました。 

中学校 国語科  視点１ 

高等学校 理科 生物基礎  
 

視点３ 中学校 外国語科 

視点１ 

視点２ 

資料選択に迷う生徒Ａに対し、教師が、「周りのメンバー

の意見を聞いてみようよ。」と働きかけ、周りの生徒同士

で自分の解釈の仕方を説明し合う関わりが生まれまし

た。その後、説明を納得して受け入れたＡは、選び直し

た資料を使って、学習を進める様子が見られました。 

配付された「学習の進め方シート」の説明

を受けたのち、グループワークの中で、シ

ートの説明を確認しながら、学習活動を

進めていました。グループの中で、誰が何

を調べ、誰が入力するのかを話し合いな

がら取り組む姿が見られました。 

中学校 社会科  
 

視点３ 

視点２ 

生徒は教科書の練習問題を解いた後、クラウドに用

意された練習問題の進捗状況を入力するシートに

随時入力していました。進捗状況を確認した生徒

が、授業後に解答を終えた生徒に話しかけて、解答

について話し合う姿が見られました。 

高等学校 数学科 数学Ⅱ  
 

高等学校 地理歴史科 日本史探究  


